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研究成果の概要（和文）：本研究は、小学校「外国語活動」における文字の扱い方を考察する中で、初期リテラシー導
入のレディネスとして音韻認識を高める必要性を論じたものである。英語母語習得研究から、音韻認識は読み技能習得
と相互に促進関係にあることが明らかになっている。日本語を母語とする小学生の音韻認識を測定したところ、日本語
の基本的音韻単位であるモーラの区切りで音声言語を分析しようとする傾向が見受けられた。文字素と音素の対応関係
が複雑な英語のリテラシー習得にはモーラより小さな単位の音韻認識も必要であり、これを英語の文字やリテラシー導
入に先立ち明示的指導により高めておくことの意義を主張した。

研究成果の概要（英文）：This study discusses the significance of enhancing children’s phonological 
awareness prior to English literacy instruction in elementary school “Foreign Language Activities.” 
Phonological awareness is sensitivity to the internal structure of speech and considered to be a 
precursor to the literacy acquisition in English as L1. The results of the phonological awareness tests 
administered to children in Grades 3 to 6 demonstrate that their manipulation of English speech was 
affected by the characteristics of Japanese phonological structure. Moreover, as the grapheme-phoneme 
correspondence in English is more complex than in Japanese, it is necessary to develop awareness of 
smaller phonological units in order to learn to read in English. Thus, it is claimed that it is important 
to develop children’s phonological awareness as readiness for English literacy development.

研究分野： 英語教育学（小学校英語教育、リーディング技能習得、リテラシー習得）

キーワード： 小学校英語教育　音韻認識　初期読み技能

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 (1) 近年、英語を第二言語あるいは外国語と
する多くの国々で、小学校段階への英語教育
が導入されている。小学校英語教育では、ま
ず自然な言語習得の観点から「聞く」・「話す」
の音声技能の習得が目指されるが、韓国、中
国などのアジア諸国では、基礎的な「読み」
「書き」技能の指導が取り入れられ、その成
果に関わる研究も始まっている。一方、日本
の小学校で平成 23 年度の新学習指導要領施
行に伴って５・６年に導入された「外国語活
動」では音声によるコミュニケーションを中
心とするため、文字や単語の取り扱いについ
て、「児童の学習負担に配慮しつつ，音声に
よるコミュニケーションを補助するものと
して用いること」と記されている（『小学校
学習指導要領』平成 20 年 3 月 28 日告示）。
また『学習指導要領』や『学習指導要領解説』
の中では、「読む」「書く」技能に関わる「文
字の扱い」に関する記述はごく基本的かつ概
略的なものにすぎない。こうした音声重視の
方針の中で、これまで日本語を母語とする学
習者の英語リテラシー（読み書き）発達や指
導に焦点を当てた研究は少ない。しかし、英
語の母語習得研究からは「十分な音声インプ
ットを受けた後で、適切なタイミングで初期
リテラシー技能を指導することがその後の
様々な言語能力（スペリング、読解、作文な
ど）獲得の成功につながる」と指摘されてい
る。そしてリテラシー習得の必要条件として、
「音韻認識（phonological awareness）」（話
し言葉が単語や音節、音素などのより小さな
音声単位から構成されることを理解してお
り、それらの単位で音を操作できること）が
十分に発達していることが重要であること
が明らかになっている。 
 
(2) 平成 22 年度に予備研究として「外国語活
動」を先行実施する小学校５年生のクラスを
用いて文字を扱う活動を取り入れた授業実
践を行った。指導内容や方法に対する児童の
意識調査からは、研究対象となった 5 年生 31
名は、英語を「読むこと」「書くこと」に対
して、「聞くこと」「話すこと」と同程度（7
割以上）の興味を示し、文字を組合せた活動
に関心があることが分かった。実際、５割以
上の児童が小学校外で英語を習っており、そ
のうちほぼ全員が「読み書き」も学んでいた。
また指導者の文字指導に対する意識調査で
は、賛否両論の中で、児童の文字に対する興
味を生かしたいが、「外国語活動」の目的と
ずれることを懸念する意見もあった。さらに、
多くの授業観察を通して、文字に焦点を当て
た指導や活動を授業に取り入れるかどうか
は授業担当者によってさまざまであり、実際
に小学校教員から「絵カードに単語のスペル
を載せてもよいのか」といった質問を受ける
など、英語授業における文字の扱いに関する
現場の戸惑いも明らかになった。 
 

(3) 日常生活の中で英語の文字に触れる機会
が増加したことに伴い、他にも多くの実態調
査から、英語の書き言葉（読み書き）に関心
を示す児童が比較的多いことが報告されて
いる。また３年次のローマ字学習によってア
ルファベット 26 文字のうちほとんどの小文
字を習得することや、５・６年児童の認知的
発達段階を考慮すると、小学校「外国語活動」
に英語の文字、さらにリテラシーのうち先に
習得される初期読み指導を体系的に導入す
ることも可能であり、かつ効果的なのではな
いかと考えた。本研究はこの仮説に端を発し、
英語母語話者の初期リテラシー習得研究の
知見を日本の小学校英語教育に応用するこ
とを試みたものである。 
 
２．研究の目的 
上述の研究動機に基づき、以下２点を主な

目的として設定した。 
(1)「外国語活動」への英語初期リテラシー指
導導入の意義を考察する論拠とするため、リ
テラシーの扱いに焦点を当てて「外国語活
動」の指導の実態を調査し、中学校英語教育
との連携の観点から「小学校段階での英語リ
テラシー活動の導入」について小学校と中学
校教員の意識を明らかにすること。小学校教
員の意識調査は、「外国語活動」導入初年度
末に指導を経験した教員対象にアンケート
調査を実施している。本研究では、「外国語
活動」を経験した１年生英語科を担当する中
学校教員を対象にアンケート調査を実施し
て「中学校英語科の観点から小学校段階の英
語教育に期待すること」を明らかにし、２つ
の調査結果の比較考察を行う。 
 
(2)「外国語活動」への英語初期リテラシー（基
礎的な読み書き技能）指導導入の可能性を模
索し、その具体的な指導法を提案すること。
英語母語話者による英語リテラシー習得に
関する研究では、音声言語に十分慣れ親しん
だ段階で「音韻認識」を高めておくことが、
その後の習得を促進するという数多くの指
摘がある。しかしながら第二言語リテラシー
習得における音韻認識の役割や転移可能性
についてはまだ十分な研究が行われていな
い。本研究はその「音韻認識」に着目し、日
本語と英語の音韻構造の違いの影響を考慮
しながら、日本語母語話者を対象とした英語
リテラシー導入につながる音韻認識指導の
あり方について提案を行うことを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 文献研究：「外国語活動」に音韻認識指導
と関係づけながら英語の文字や初期リテラ
シー活動を取り入れる意義、および「どの程
度まで」「どのように」取り入れるべきかに
ついて、「小学校５・６年生の認知的発達段
階」、「英語と日本語の音韻構造や文字素と音
素の関係、およびそれらの違い」、「英語母語
話者や第二言語としての英語学習者に対す



る音韻認識や初期リテラシーの指導法やそ
の成果」の観点から関連諸科学理論や先行研
究に基づいて考察 
 
(2)「小学校段階での英語リテラシー指導導
入」に関する小学校・中学校教員を対象とし
たアンケート調査 
①調査対象：小学校 1,000 校〔英語教育に関
する研究指定経験のある小学校 500 校、研究
指定経験のない小学校 500 校（静岡県内）〕
から「外国語活動」指導経験のある教員各１
名・中学校 1,000 校〔東海４県（愛知県, 岐
阜県, 静岡県, 三重県）の中学校〕から１年
英語科を担当する教員各１名 
②実施手法（期間）：郵送法（小学校教員対
象 2012 年 1 月～2 月・中学校教員対象 2013
年 5 月～6 月） 
③分析対象：小学校教員 331 名〔指定校経験
のある小学校 147 名、指定校経験のない小学
校 164 名〕（回収率 31.1％）・中学校教員 332
名（回収率 33.2％） 
④分析手法：選択式項目は SPSS によりクロ
ス集計・平均の差の検定、記述式項目はコー
ド化して質的分析 
 
(3)日本語を母語とする小学生の英語音韻認
識調査 
①調査目的：日本語を母語とする小学生が音
韻認識をどの程度発達させているかを学年
別に把握し、さらに音韻認識タスクに日本語
の音韻構造特徴の影響が表れているかを明
らかにすること 
②調査手法・材料：愛知県内の公立Ｋ小学校
の３～６学年各２クラスで、以下３つの音韻
認識テストを実施し、日本語を母語とする児
童（３年生 64 名、４年生 67 名、５年生 61
名、６年生 62 名）の結果を分析 
A. Initial Phoneme Identification Test 

音声提示された C1VC2語の初めの音（C1）
が、ターゲット音素（/s/, /m/ など）と同
じかどうかを答える 
e.g., /t/: pen, tape, top, duck 

B. Phoneme Identification & Location Test 
音声提示された C1VC2語の中に、ターゲッ
ト音素（/s/, /m/ など）があればその位置
（「はじめ（C1）」「おわり（C2）」）、なけれ
ば「なし」と答える。 
e.g., /s/: neck, sun, class, grass, sick, pen 

C. Odd Word Recognition Test 
口頭提示された３つの C1VC2語のうち、１
つだけ他とは音が異なると思われる語
（odd word）を答える 
e.g., line, lad, dot / lip, hop, tip 

③分析手法：各学年の児童を６か月以上の小
学校外の英語学習経験（英会話教室など）の
有無によりグループ化して正答率を比較〔学
校外で半年以上の「英語学習経験のある」児
童：３年生 17 名（男子 9 名、女子 8 名），４
年生 27 名（男子 18 名、女子 9 名），５年生
24 名（男子 7 名、女子 17 名），６年生 38 名

（男子 19 名、女子 19 名）、「英語学習経験の
ない」児童：３年生 47 名（男子 22 名、女子
25 名），４年生 40 名（男子 21 名、女子 19
名），５年生 37 名（男子 22 名、女子 15 名），
６年生 24 名（男子 13 名、女子 11 名）〕 
 
４．研究成果 
(1) 小学校段階で英語初期リテラシー活動導
入のレディネスとして音韻認識指導を取り
入れる意義 
①リテラシー習得における音韻認識の役割 
 音韻認識は言語の音韻構造、特に単語の音
韻的内部構造に対する感度と定義づけられ
る。そして「音韻認識がある（phonologically 
aware）」とは、単語や音節のように比較的大
きな音韻単位だけでなく、オンセット
（onset）やライム（rime）の音節内構造、
さらには最小音韻単位である音素のレベル
で音声言語が分解できることを理解してい
る状態を表わす。 
 

Rhyme Awareness 
 e.g.,  pan - fan, report - support 

Syllable Awareness 
 e.g.,  bat, bat-ter, pa-per, re-mem-ber 

Intrasyllabic Awareness 
Onset-rime Awareness 
 e.g.,  b-ag, sw-im, str-ong 

Phonemic Awareness 
 e.g.,  /p/, /e/, /t/ 

 
 音韻認識が母語初期読み技能の発達にお
いて果たす役割については、特に就学時の
様々な音韻単位の認識が、その後の読み技能
発達をどの程度予測できるかという観点か
ら研究が行われてきた。例えば「類推による
読み（reading by analogy）」の観点からは大
きな音まとまりの類似性を認識できるかど
うか（脚韻認識）の重要性が、一方で英語は
音と文字の対応が１対１ではなく複雑であ
るため、より小さな音韻単位の認識（音素認
識）が読み技能発達には必要であることなど
が指摘されている。しかしながら、具体的に
どの音韻単位の認識が最も読み技能発達の
予測指標となるかについては、まだ見解が一
致していない。少なくとも、音韻認識が初期
読み技能発達の駆動力となり、それらは相互
の発達を促進し合う「双方向的な関係性」で
あることが数多く主張されている。 
 
②リテラシー習得に必要な音韻認識の違い
と言語間転移の可能性 
 日本語の基本的音韻単位は最も単純な音
節構造（CV）を成すモーラであり、それぞれ
のモーラが個々の仮名文字に対応する。日本
語母語話者は仮名文字の読み発達を通して、
比較的大きな音韻単位であるモーラの区切
りで音声言語を分析する「モーラ認識（mora 
awareness）」を主に発達させると考えられて
いる。上述のように、その音韻単位の認識が



英語の初期読み発達を最も促進するのかは
研究者の見解が分かれている。また英語母語
話者は、英語の音と文字の対応が複雑である
ために、読みにおいて様々な音韻単位の認識
を使い分けることが指摘されている。 
母語で発達した音韻認識の第二言語習得

への転移可能性については、母語の音韻構造
が第二言語より複雑な場合に起こる可能性
も指摘されているが、まだどの音韻単位の認
識が転移するのかについて一致した見解が
得られていない。母語の読み技能習得の過程
で発達する音韻認識以外は第二言語習得へ
の転移が期待できないことから、対象言語の
読み技能習得に必要な音韻認識をあらかじ
め高めておくことが、リテラシー習得を促進
するものと考えられる。これらのことから日
本語を母語とする英語学習者にとって、モー
ラよりも小さな音韻単位の認識を発達させ
ておくことが、初期リテラシー活動を行うレ
ディネスになると主張した。 
 
③音韻認識タスクの困難度 
英語母語習得における先行研究に基づい

て、音韻認識指導で扱われるタスクの困難度
についても整理を試みた。その結果、
isolation（音素の抽出）、blending（音素の
結合）、segmentation（単語を音素に分解）、
deletion（音素の削除）の順に高まり、それ
らのタスクもさらに単語内の音素の位置や、
操作する音素が単一かまとまりかの影響を
受けると考えられる。例えば、C1VC2語では、
C2 よりも C1 の操作が容易であり、子音結合
の一部である単一子音の操作は、より認知的
負荷が高い。こうした要因に加え、タスクに
必要な認知処理の違いも、その困難度に影響
を及ぼし得る。例えば、認識タスク（e.g., duck
と dog が同じ音から始まるかどうかの特定）
は産出タスク（e.g., dot 初めの音を言う）よ
りも容易だと考えられる。さらに、blending
と segmenting タスクについて言えば、ある
タスクに求められるのが部分的（partial）操
作か、全体的（complete）操作かによっても、
タスクの困難度に影響がある。すなわち
partial blending (e.g., /en/ に /p/ を加えて
penと言う) やpartial segmenting (e.g., pen
の初めの  /p/ を発音しない) は complete 
blending (e.g., /p/ /e/ /t/ を結合して pet と言
う) や complete segmentation (e.g., /pet/ に
含まれる全ての音を言う) よりも容易である
ことが明らかにされている。モーラを基本的
音韻単位とする日本語を母語とする英語学
習者の場合、子音を単一で操作するタスクに
慣れていない。こうしたタスクを困難度別に
体系づけ、音韻認識指導に組み込むことが必
要である。 
 
(2) 日本語を母語とする小学生の音韻認識 
 調査で音韻認識測定に用いたテストは全
て音声提示された単語とターゲットの子音
を聞いて答える形式であり、口頭での音の操

作を含むものではなかったが、調査対象とな
った小学生はどの学年でも、英語の音韻認識
技能を測るタスクをある程度は行うことが
できた。また、いずれの音韻認識テストにお
いても、「学年が上がる」ほど、また 「英語
学習経験がある」ほど得点が上がる傾向が明
らかになった（例として図１参照）。 
 
図１：Phoneme Identification & Location  

Test 平均得点〔max. 54〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
さらに、どの学年の児童にとっても、C1VC2

語のうち C1の分析や、C1V 部分の C1の違い
に基づいて odd word を認識する方が、C2の
分析や VC2 部分の C2 の違いに気づくことよ
りも困難なことが明らかになった。例えば
Phoneme Identification & Location Test の
結果（図２）では、ターゲットとして音声提
示された子音が語頭（C1）と同じである場合
の得点が、語尾（C2）と同じ場合または単語
内に含まれない場合の得点よりも顕著に低
かった。 
 
図２：Phoneme Identification & Location  

Test ターゲット音素位置毎の結果 
〔max. 18〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
音韻操作タスクにおけるターゲット音素

の単語内の位置による困難度の違いについ
ては、英語を母語とする子どもを対象にした
研究から、C1 よりも C2 の認識や操作の方が
困難という結果がある。これは音節内単位と
してのオンセット・ライムの区切り（C+VC）
をもつ英語の音韻認識発達において VC（脚
韻）の認識が重要であることから、C を後に



続く V(C)と切り離して認識できるようにな
ることに関係すると考えられる。一方、基本
的音韻単位をモーラ（CV）とする日本語を母
語とする小学生は、特に６年生までの段階で、
CV のまとまりをさらに C と V に区切り音素
単位で分析する音韻認識（音素認識）を、英
語の読み技能習得に必要なレベルまで自然
に高めることは期待しづらいと推察された。   
こうした結果から、第二言語リテラシー獲

得に向け音韻認識を高めるためには、母語と
第二言語の音韻構造の特徴を比較しながら、
母語特有の音韻処理の影響を受ける音韻認
識技能について明示的指導を行う必要性を
主張した。 
 
(3) 小学校・中学校教員の「小学校段階での
英語リテラシー指導」に関する意識 
「外国語活動」への文字や読み書き技能の
導入に対して、小・中学校いずれも肯定的な
考え方をもつ教員が５割を超えていた。しか
し否定的見解の割合も小学校で 37.94％、中
学校で 27.41％と大きい（図３）。 
 
図３：読み書き技能導入に対する小・中学校
教員の意識 
 
 
 
 
 
 

 
 
「外国語活動」で扱われる具体的な活動に
ついては、小学校、中学校教員いずれにも、
「外国語活動」の目標である「コミュニケー
ション」、「（外国語の）基本的な表現への慣
れ親しみ」に関わる活動を重要と考える傾向
が見出された。さらに小学校教員は、「外国
語活動」が目指すものとして、「外国の文化
を学び、日本との違いを知る」ことも重視し
ており、そのために「英語の物語の読み聞か
せ」を取り入れている教員もいた。一方、中
学校教員は、「歌」や「ゲーム」、文字を使っ
た「英語学習の雰囲気づくり」について小学
校教員よりもはっきりと「重要である」とい
う考えを表した。これは回答者の英語科指導
経験の中で「歌」や「ゲーム」の有効性をよ
り明確に認識していたことを表わす結果と
考えられる。 
「文字や簡単な読み書き」に関わる 14 の活
動についてそれぞれの重要度を判断する項
目については、すべて中学校教員の方が「よ
り重要」と回答し、「読み書き」の小学校段
階での導入に肯定的な意識を支持する傾向
性が見受けられた。しかしながら、小学校教
員は「文字や読み書き技能導入」について中
学校教員よりも慎重であるという傾向がう
かがえるにもかかわらず、実際の授業では特
に「活動の導入」のために文字が使われてい

ることが多いことが分かった。また、「ロー
マ字を外国語活動の中で活用すること」を多
くの小学校教員も試みており、かつ中学校教
員の間でも「重要」と考える割合が高いこと
が明らかになった。 
自由記述項目の結果からは、概して中学校

教員に「読み書き」導入についてより肯定的
な記述が多く見られたが、特に中学校教員に
特有の見解としては、「外国語活動」指導内
容の学校差・地域差・塾などでの学習経験の
違いにより、中学校入学時点で生徒に個人差
が生じていること、それが中学校英語科への
スムーズな移行を妨げることへの懸念が見
受けられた。一方、小学校教員に特有の見解
としては、「外国語活動」の目標の重視、音
声によるコミュニケーションを通した英語
への「慣れ親しみ」の強調がうかがえた。い
ずれの学校種でも、「読み書き」導入に肯定
的・否定的な観点に共通して「苦手意識・英
語嫌いを生まないようにすること」を教員が
意識していることが分かった。これらの結果
は、別途実施した「外国語活動」の授業観察
や教員インタビューの結果とともに、研究フ
ィールド理解の有意義な情報となった。 
 
(4) まとめ 
本研究最終年度には、次期小学校学習指導

要領における高学年での英語教科化、中学年
での外国語活動導入の方向性が示された。小
学校段階での英語教育が目指すものとして、
平成 27 年 8 月 26 日付の「教育課程企画特別
部会における論点整理について（報告）」に
よると、日本語と英語の「音声」や「語順」
の違いに基づいて、英語の「発音と綴りの関
係」や「文構造」への気付きを高める指導が
求められていることが分かる。アルファベッ
トの文字に関しても、個々の文字だけではな
く単語の認識のレベルまで言及されている。 
 英語の母語習得研究では、音声言語に十分
慣れ親しんだ後にリテラシー獲得が始まる
必要条件として「音韻認識の発達」が注目さ
れている。 
音韻認識と読み技能は相互に発達を促進

する関係にある。かつ本研究から明らかにな
ったように、日本語を母語とする小学生には、
日本語特有の音韻構造（モーラ区切り）の影
響を受けた英語音声の分析を行う傾向性が
ある。英語リテラシー習得に、日本語には見
られないオンセット・ライム単位やより小さ
な音素単位での音韻認識が必要であるのな
ら、「適切な時期に」「適切な方法」で焦点化
した音韻認識指導を行うことが、リテラシー
導入のレディネスとなる。音韻認識の指導に
は文字的要素は含まれないことから、小学
校・中学校教員の懸念として現れた「音声言
語から文字言語への急激な切替えによる負
担」は、リテラシー指導に先立ち音韻認識指
導を組み込むことによって軽減されるもの
と期待できる。 
今後の課題として、日本語を母語とする小



学生への音韻認識指導プログラム開発とそ
の長期的効果の検証、およびレディネスとし
ての音韻認識の発達レベルを測定するため
の指標の開発を行っていく計画である。 
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